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東北地方協から～

東北地方協定期大会にて決まったこと
皆さんお久しぶりです。東北地方協女性委員の工藤（秋田単組）です。11月も中半を過ぎ

冬が近づいている今日この頃、急に寒くなって風邪などひいていませんか。私はというと10

月と11月に風邪をひいてしまいまして薬を飲みながら働いていた所です。

秋田では今年はまだ平地に雪はなく寒いけど、まだ動きやすいです。本格的

に雪になったら皆さんに雪かきや冬のイベント（かまくら・なまはげ・いぬっ

こ祭り・大綱引き・梵でん・スキー・温泉etc）に来てもらえるといいと思っ

ています。

10月25日～26日に東北地方協定期大会があり、盛岡郊外の八幡平で一泊しました。道の

あちこちにカボチャが置いてありハロウィンの気分で、こんな町おこしもいいなあと感心し

ました。定期大会では組合活動の課題もいっぱいありましたが内容が濃く厚みがあったと記

憶しています。また夜の交流会でも日常生活や仕事、人生に至るまで様々な話題で盛り上が

りました。

さて、その定期大会の最中に1つ決まったことがあります。皆さんに伝えてしまうと大事に

なるとためらっていましたが伝えちゃいます。…私を始め東北の執行委員の中には若かりし

頃スタイルも良く元気いっぱいの時がありました。今もそれなりに元気でいるつもりですが、

スタイルは変貌してしまいました。ですので次の旗開き・学習会（2015年1月24日～25日）

までにある程度の減量（5kg）することにしました。自己申告ではありますが、目標に達しな

かった場合は罰金があります。何事も目標を持ってそれに向かっていくことが大切だと思っ

ています。組合活動もそれにつきますね。

今、東北では残念ながら独自の女性交流集会は持てていません。でも、私が勝手に思って

いるのですが、中央の学習会や交流会に参加することも価値があると思っています。楽しく

かつ勉強になる。そんな企画があるのですから活用しない手はな

いと思います。どこも忙しいのは当たり前のようになっています

が、組合の活動には疲れを癒す効果があると信じています。どん

どん周りの組合員に声をかけていっぱい参加していきましょう。

ファイト !!


